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２
０
２
２
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
1
回
定
例
議
会
（
２
月
15
日
か
ら
３
月
25
日
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
で
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
一
人
５
０
０
０
円
値
上
げ
や
、
母
子
家

庭
の
高
校
生
に
支
給
し
て
き
た
補
助
金
を
や
め
る
な
ど
、
負
担
増
や
福
祉
が
後
退
す
る
一
方
で
、
財

政
状
況
が
「
改
善
し
た
」
と
新
た
に
70
億
円
の
基
金
積
み
立
て
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
海
老
川
上
流
地
区
の
民
間
開
発
の
た
め
に
医

療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
と
新
駅
設
置
費
用
、
開
発
補
助
金
を
支
出
し
、
開
発
事
業
を
着
工
さ
せ
よ
う
と

す
る
内
容
も
盛
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
予
算
の
組
み
替
え
動
議
を
提
案
、
海
老
川
上
流
開
発
へ
の
支
出
を
や
め
、
市
民
生

活
や
教
育
支
援
に
ま
わ
す
よ
う
主
張
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
期
中
の
３
月
４
日
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
非
難
し
、
国
際
社
会
は

即
時
撤
収
と
速
や
か
な
平
和
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
と
す
る
決
議
を
船
橋
市
議
会
の
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

自生地に咲く船橋の花「かざぐるま」船橋再発見

　丸山の自生地に咲く「かざぐるま」です。船橋の「かざぐ

るま」は花が大きく真っ白な花弁が８枚で先がとがっている

こと、花芯が褐色で大きいことが特徴です。丸山小学校の

子どもたちも、「かざぐるま」を挿し木で増やし大事に育て

ています。最近は花の時期（４月下旬から５月の上旬）、市

役所の玄関にも「かざぐるま」の鉢が飾られています。

　

日
本
共
産
党
は
市
長
の
予
算

案
に
対
し
、
市
民
の
福
祉
増
進

と
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
暮
ら
し
を
守

　

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料

の
均
等
割
を
一
人
５
千
円
値
上

げ
し
、
４
万
５
５
６
０
円
か
ら

５
万
５
６
０
円
に
す
る
議
案
が

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
船
橋
市
は
「
行
財

政
改
革
」
だ
と
言
っ
て
、
国
民

健
康
保
険
料
を
２
０
１
８
年
度

１
５
０
０
円
、
２
０
２
０
年
度

３
千
円
値
上
げ
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
支
出
す
る
市

費
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
今
後
も

保
険
料
を
２
年
ご
と
に
値
上
げ

福
祉
を
後
退
さ
せ
、海
老
川
上
流
開
発
に

突
き
進
む
２
０
２
２
年
度
予
算

日
本
共
産
党
が
予
算
の組

み
替
え
を
提
案

市
民
生
活
を
苦
し
め
る
国
民
健
康
保
険

料
の
一
人
５
０
０
０
円
値
上
げ

午後１時
　   ～４時

5 月 11 日（水）
6 月 19 日（木）

る
立
場
で
の
予
算
組
み
替
え
動

議
を
提
案
し
ま
し
た
。
船
橋
市

の
財
政
規
模
な
ら
今
す
ぐ
に
実

組み替えるべき事項 単位：千円

歳入減
財源調整基金繰入金 2,500,000
市債の減額 449,900
学校給食費実費徴収金 75,000
公共施設保全等基金運用収入 879

歳入増
公共施設保全等基金取り崩し 3,000,000

歳出減
公共施設保全等基金積立金 4,179,732
海老川上流地域新駅設計費 157,132
海老川上流地区土地区画整理費 491,000

歳出増
国民健康保険事業特別会計繰出金 565,121
生理の貧困対策 19,853
スクール補助員制度 147,600
子どもの医療費扶助 18 歳まで拡大 355,238
高齢者補聴器購入費助成金 55,890
財源調整基金積み立て 3,658,383

行
可
能
な
規
模
で
の
提
案
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
1
人
５
千

円
の
引
き
上
げ
の
中
止
、
学
校
給

食
費
の
（
日
本
共
産
党
は
完
全

無
償
化
を
目
指
し
ま
す
が
）
第

三
子
以
降
無
償
化
を
ま
ず
は
実

施
す
る
、
子
ど
も
の
医
療
費
扶

助
を
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
、
生

理
の
貧
困
対
策
と
し
て
学
校
の

ト
イ
レ
個
室
に
生
理
用
品
を
配

置
す
る
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
業
務
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業

務
な
ど
に
学
校
が
自
由
に
活
用

で
き
る
ス
ク
ー
ル
補
助
員
制
度

を
設
け
る
、
難
聴
高
齢
者
の
社

会
参
加
促
進
の
た
め
、
補
聴
器

購
入
費
助
成
金
の
対
象
者
拡
大

（
収
入
要
件
無
し
）
と
助
成
額
を

10
万
円
に
拡
大
す
る
、
無
駄
で

無
謀
な
海
老
川
上
流
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
へ
の
支
出
は
中

止
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
共
産
党
以

外
に
賛
成
者
は
無
く
、
組
み
替

え
動
議
は
否
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
住
民
の
立
場
で

声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

す
る
方
針
で
す
。

　

国
保
加
入
世
帯
の
88
・
61
％

が
所
得
３
０
０
万
円
未
満
で
、

所
得
水
準
が
低
い
世
帯
が
大
半

で
す
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
で
物
価

上
昇
が
続
き
、
加
入
者
の
家
計

状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と

き
に
値
上
げ
な
ど
言
語
道
断
で

す
。

　

今
回
、
未
就
学
児
の
保
険
料

の
均
等
割
り
を
半
額
に
す
る
改

正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

来
、
所
得
の
な
い
子
ど
も
は
未

就
学
児
ば
か
り
で
な
く
未
成
年

者
す
べ
て
を
対
象
に
均
等
割
り

は
無
料
に
す
べ
き
で
、
ま
っ
た

く
不
十
分
な
制
度
改
正
で
す
。

　

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険

料
の
限
度
額
を
99
万
円
か
ら

１
０
２
万
円
に
３
万
円
（
医
療

分
２
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
１
万
円
）
の
値
上
げ
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
間
所
得
層
と
い

わ
れ
る
市
民
に
冷
や
水
を
浴
び

せ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
値
上
げ
に
反

対
し
ま
し
た
が
、
多
数
で
可
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

船橋市議会がロシアのウクライナ侵略で決議

　３月４日、船橋市議会はロシアのウクライナ侵

略に対する決議を全会一致で可決しました。決議

は以下の通りです。

ロシアによるウクライナへの
軍事侵略に対する決議

　我が国は、ウクライナの民主化・自由化を推進し、
地域の平和と安定に寄与するために国際社会と協
調しつつ、同国に対する支援を行ってきた。
　そうした中、国際社会の懸命な努力にもかかわ
らず、２月２４日にロシア軍がウクライナへの侵
略を開始した。
　ロシア軍による侵略は、同国の主権及び領土の
一体性への侵害、武力の行使を禁ずる国際法の深
刻な違反であり、力による一方的な現状変更を認
めないという国際秩序の根幹を脅かすもので、断
じて許されず、厳しく非難する。
　国際社会は連携し、あらゆる外交手段を駆使し
て、軍の即時撤収と速やかな平和の実現に全力を
尽くすべきである。
　以上決議する。　　　　　　　　　  船橋市議会



あ の 街 こ の 町 　２０２２年 ５・６月 　No. ２３５ （ ２ ）

第 1 回定例市議会　意見書（発議案）と主な議案・陳情への態度 共
産
＝
日
本
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
9
人
）
、
自
由
＝
自
由
市
政
会
（
7
人
）
、
飛
翔
＝

飛
翔
（
6
人
）
、
創
風
＝
創
風
ふ
な
ば
し
（
6
人
）
、
新
楓
＝
新
楓

（
4
人
）
、
無
所
属
：
（
3
人
）
、
は
・
小
・
今
＝
議
員
の
頭
文
字

【 

○
＝
賛
成
、
×
＝
反
対 

】

内　容 結果 共産 民主 公明 自由 飛翔 創風 新楓 無所属

市
長
提
案

議
案

令和4年度船橋市一般会計予算 可決 × 〇：9
×：1 〇 〇 〇 〇 〇

は：×
小：〇
今：×

船橋市国民健康保険条例の一部を改正する条例（5,000円値上げ） 可決 × 〇：8
×：2 〇 〇 〇 〇 〇

は：×
小：〇
今：×

日
本
共
産
党

提
案
議
案

郵便等による不在者投票の拡大を求める意見書 否決 〇 〇 × × ×：4
〇：2 × ×

は：〇
小：×
今：〇

日米地位協定の抜本的見直しを求める意見書 否決 〇 〇 × × × × ×
は：〇
小：×
今：〇

議
会

提
案 ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

お
も
な
陳
情

さざんかホームヘルプサービス（妊産婦）の利用に関する陳情 不採択 〇 〇 × × × × × ×
第195回県・都市計画審議会の付帯決議に従い、住民の合意が得
られるまで、メディカルタウン構想および海老川上流地区開発を
行わないよう求める陳情

不採択 〇
〇：1
×：7
退：2

× × × ×：5
退：1 ×

は：×
小：×
今：〇

「学校給食を地産有機食品に」に関する陳情 不採択 〇 ×：6
退：4 × × × × × ×

有
価
物
・
資
源
ご
み
回
収
費（
協
力
金
）

廃
止
の
代
替
案
を

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
に
向
け
て

コ
ロ
ナ
で
ひ
っ
迫
の

保
健
所
職
員
を
増
員
せ
ず

海
老
川
下
流
域
の
洪
水
リ
ス
ク
を
増
す
盛
土

市
長
の
政
治
姿
勢
は
豪
雨
対
策
に
逆
行

　

昨
年
末
、
市
は
い
き
な
り
関

係
団
体
に
有
価
物
・
資
源
ご
み

回
収
協
力
金
廃
止
の
通
知
を
し

ま
し
た
。
町
会
、
自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
で
は
協
力
金
は
貴
重

な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
た
め

「
い
き
な
り
言
わ
れ
て
も
困
る
」

「
市
に
協
力
し
て
き
た
の
に
酷

い
じ
ゃ
な
い
か
」
「
廃
止
は
困

　

海
老
川
上
流
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
の
市
負
担
金
な
ど
を

含
む
予
算
が
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
開
発
区
域
は

海
老
川
沿
い
の
低
湿
地
帯
で
、

自
然
遊
水
地
と
な
っ
て
い
る
地

域
で
す
。
そ
こ
に
45
万
㎥
（
東

京
ド
ー
ム
の
36
％
）
も
の
盛
土

を
し
、
市
街
化
す
る
計
画
で
す
。

下
流
域
の
洪
水
リ
ス
ク
増
加
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

賛
成
し
た
自
民
党
議
員
で
さ

え
、
保
水
・
遊
水
機
能
の
維
持

が
必
要
と
討
論
で
述
べ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
態
は
深

刻
で
す
。

　

市
は
国
や
県
と
協
議
の
上
、

約
５
万
３
千
㎥
の
調
整
池
を
区

　

市
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
１
例
目
が
発

表
さ
れ
た
の
は
、
２
０
２
０
年

の
３
月
１
日
で
し
た
。

　

こ
の
発
表
以
降
２
年
間
、
船

橋
市
の
感
染
者
数
は
、
政
令
指

定
都
市
で
あ
る
千
葉
市
を
除
く

と
、
県
内
で
も
っ
と
も
感
染
者

数
の
多
い
自
治
体
と
し
て
、
推

移
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
感
染
対
策

の
最
前
線
で
活
動
を
し
て
い
る

の
が
船
橋
市
保
健
所
で
す
が
、

そ
こ
で
働
く
職
員
は
、
異
常
な

長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
過
労
死
ラ
イ

ン
の
目
安
と
し
て
い
る
の
は
時

る
」
と
怒
り
と
困
惑
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、
廃
止
時
期
は
半

年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
先
が
見

通
せ
な
い
状
況
で
す
。

　

「
こ
の
協
力
金
が
貴
重
な
収

入
源
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
り
、
今
後
も
円
滑
に
町

域
内
に
造
る
か
ら
安
全
と
述
べ

ま
す
が
、
盛
土
量
の
１
割
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
市
は
、
区
域
の
南
に
県

が
貯
水
容
量
55
万
㎥
の
海
老
川

調
節
池
を
設
置
す
る
か
ら
安
全

と
も
述
べ
ま
す
が
、
設
置
は
30

年
以
上
も
先
で
す
。
し
か
も
海

老
川
を
１
時
間
50
㎜
の
降
雨
に

対
応
さ
せ
る
と
い
う
設
置
目
的

で
し
た
が
、
盛
土
で
不
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

１
月
の
千
葉
県
都
市
計
画
審

議
会
で
も
下
流
域
へ
の
影
響
が

問
題
視
さ
れ
、
市
は
５
月
に
住

民
説
明
会
を
開
く
予
定
で
す
。

豪
雨
対
策
に
逆
行
す
る
市
長
の

姿
勢
が
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

会
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

活
動
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
市

と
し
て
支
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
丁
寧
に
町

会
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
関
係
団

体
の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は
な

い
か
。
関
係
団
体
へ
の
支
援
、

代
替
案
を
早
期
に
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
地
域
に
お
け
る
必
要

な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

間
外
労
働
が
月
80
時
間
で
す

が
、
大
幅
に
上
回
る
状
況
は
、

依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

保
健
所
に
は
、
今
年
1
月
以

降
第
６
波
で
も
本
庁
な
ど
他
職

場
か
ら
１
４
０
人
の
応
援
職
員

を
送
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
時

間
外
労
働
が
80
時
間
を
超
え
る

保
健
所
職
員
は
１
月
32
人
、
２

月
30
人
、
月
に
１
９
０
時
間
に

な
る
職
員
も
出
て
い
ま
す
。
応

援
で
は
な
く
、
職
員
を
抜
本
的

に
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
引
き
続
き
、

保
健
所
職
員
の
定
数
増
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
は
、
一
人
当
た

り
年
間
小
学
校
で
４
万
８
千
円

か
ら
５
万
５
千
円
、
中
学
校
で

６
万
６
千
円
と
、
子
育
て
世
帯

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
す
。

千
葉
県
内
で
無
償
化
や
減
免
が

進
ん
で
い
ま
す
。
船
橋
市
に
お

い
て
も
、
給
食
無
償
化
を
求
め

ま
し
た
。
こ
れ

ま

で

船

橋

市

は
「
就
学
援
助

が
認
定
さ
れ
れ

ば
、

給

食

費

は
免
除
し
て
い

る
」
と
し
、
さ

ら
に
財
源
を
理

由
に
「
実
施
は

難
し
い
」
と
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
就

学
援
助
は
全
て

の
家
庭
が
対
象

で

は

な

い

こ

と
、
給
食
費
未

納

世

帯

に

対

し
、
裁
判
に
訴

え
る
な
ど
法
的

措
置
を
と
る
件

数
が
年
々
増
え

て
い
る
事
を
示

し
「
就
学
援
助

や
法
的
措
置
で
は
、
子
育
て
世

帯
の
支
援
に
は
な
ら
な
い
」
と

市
を
質
し
ま
し
た
。
ま
た
「
第

３
子
以
降
の
無
償
化
で
あ
れ

ば
、
７
５
０
０
万
円
の
財
源
確

保
で
実
施
が
可
能
だ
。
中
核
市

の
中
で
も
財
政
力
豊
か
な
船
橋

市
な
ら
実
施
で
き
る
は
ず
だ
」

と
質
す
と
、
市
は
「
他
市
の
様
々

な
取
り
組
み
を
調
べ
、
検
討
し

て
い
る
。
国
や
県
の
動
向
を
み

て
い
る
と
こ
ろ
」
だ
と
答
弁
し

ま
し
た
。
一
歩
前
進
の
答
弁
で

し
た
が
、
国
や
県
が
動
か
な
く

て
も
、
「
市
長
が
や
る
」
と
決

め
れ
ば
給
食
無
償
化
は
実
施
で

き
る
こ
と
で
す
。
今
後
も
無
償

化
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

学校給食費
無料の自治体

神崎町、東庄町、多古町、芝山町、大多喜町、
横芝光町、鋸南町、長南町

学校給食費の全額
または一部補助

第 3 子（条件あり）
以降 全額補助

千葉市、市川市、浦安市、我孫子市、
酒々井町、旭市、匝瑳市、栄町、
袖ケ浦市、成田市

小学 6 年生と
中学 3 年生の

全額補助
浦安市

その他 山武市、いすみ市、香取市

千葉県内の給食費無償化に向けた取り組み状況


